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Ⅲ
保
護
上
重
要
な
植
物

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
 
備 考  

タカネマスクサ 
県内の生育地，個体数とも極めて少なく，生育地は市街地にあって，
多くの環境変化の要因を伴い，絶滅の危険性が高い。 
 
（英彦山・犬ヶ岳山地），大野川上流域 
 
 
北海道(石狩)，本州，四国，九州(福岡・大分) 
 
 
低地の池畔。 
 
 
池の石垣に生育する。個体数は極めて少なく，池の改修や除草などで
衰退している。「英彦山・犬ヶ岳山地」の標本はあるが，その生育地
は把握されていない。 
 
九州は，分布の南限域にあたる。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Carex planata
 Franch. et Savat.

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

クジュウスゲ 
県内での分布域は狭い。県内で確認された生育地，個体数はともに僅
少。森林伐採や植生遷移による環境変化が懸念される。 
 
玖珠丘陵地・山地，九重火山群 
 
 
四国，九州(大分) 
 
 
低山地や火山山頂帯の林縁，林内。 
 
 
精査すれば，他の生育地が把握できるものと思われる。 
 
 
基準標本産地［久住山米山］。国立公園指定植物［阿蘇くじゅう］。
オオイトスゲ（var. alterniflora）に似ているが，果の嘴が長い。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Carex sachalinensis Fr. Schmidt 
var. elongatula (Ohwi) Ohwi

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

エゾツリスゲ 
本県，熊本県が分布の南限域となっている。生育地は散在しているが，
個体数は多くない。過湿環境を生育地としており，湿原の開発や生育
環境の悪化で生育地の衰退や減少が懸念される。 
 
耶馬渓地区，日田低地・丘陵地，津江山地，玖珠丘陵地・山地，九重火
山群，由布・鶴見火山群 
 
北海道，本州(東北地方，栃木，福島，長野)，九州(熊本・大分) 
朝鮮半島，ウスリー 
 
丘陵地から山地の湿地。 
 
 
安定した湿地に群生しているが，いずれも生育する範囲は狭い。乾燥
化して生育の衰退した所がある。 
 
北方寒冷地要素の植物。九州は，分布の南限域にあたる。 
 
 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Carex papulosa Boott




